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○クロス集計の図・表中では、サービス種別の選択肢表記を下記のように記載する。

選択肢 記載名

居宅介護支援、居宅療養管理指導 居宅介護支援

訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション 訪問系

通所介護、通所リハビリテーション、地域密着型通所介護※ 通所系

介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、

短期入所生活介護、短期入所療養介護
入所系

定期巡回・随時対応型訪問介護看護、夜間対応型訪問介護、

認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、

看護小規模多機能型居宅介護、認知症高齢者グループホーム

地域密着型サービス

福祉用具貸与・販売 福祉用具貸与・販売

特定施設入居者生活介護 特定施設入居者生活介護

※ サービス分類としては地域密着型サービスだが、通所系として集計した

Ⅰ－２．調査結果の詳細 

１ 回答者の基本属性 

（１）調査票の記入者

○調査票の記入者は、高齢者一般、これから高齢期ともに「あて名のご本人が記入」が最も高く、高

齢者一般が ％、これから高齢期が ％と９割前後となっている。

○要支援認定者では、「あて名のご本人が記入」が最も高く ％、「ご家族が記入」は ％と

なっている。

○要介護認定者では、「ご家族が記入」が最も高く ％、「あて名のご本人が記入」は ％と

なっている。

○特養入所待機者では、「ご家族が記入」が最も高く ％、「あて名のご本人が記入」は ％と

なっている。

○施設入所者では、「あて名のご本人が記入」が ％、「ご家族が記入」が ％となっている。

■調査票の記入者

あて名のご本人が
記入

ご家族が記入 その他 無回答

（ n ）

特養入所待機者

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

これか ら高 齢期

％
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（２）性別

○高齢者一般では「男性」が ％、「女性」が ％、これから高齢期では「男性」が ％、

「女性」が ％となっている。

○要支援認定者、要介護認定者、特養入所待機者、施設入所者でも、「女性」の割合が高く、それぞ

れ６～７割超となっている。

■性 別

男性 女性 無回答

（ n ）

特養入所待機者

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

これか ら高 齢期

％
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（２）性別

○高齢者一般では「男性」が ％、「女性」が ％、これから高齢期では「男性」が ％、

「女性」が ％となっている。

○要支援認定者、要介護認定者、特養入所待機者、施設入所者でも、「女性」の割合が高く、それぞ

れ６～７割超となっている。

■性 別

男性 女性 無回答

（ n ）

特養入所待機者

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

これか ら高 齢期

％

64歳以下 65歳～

69歳

70歳～

74歳

75歳～

79歳

80歳～

84歳

85歳～

89歳

90歳以上 無回答

（ n ）

平均

年齢

施 設 入 所 者

％

（３）年齢

○高齢者一般では前期高齢者が約４割、後期高齢者が５割半ばで、平均年齢は 歳となっている。

○要支援認定者では前期高齢者が約１割、後期高齢者が８割半ばで、平均年齢は 歳となってい

る。

○要介護認定者では前期高齢者が約１割、後期高齢者が８割半ばで、「 歳以上」が３割近くとなっ

ている。平均年齢は 歳となっている。

○特養入所待機者では後期高齢者が９割近くで平均年齢は 歳であった。

○これから高齢期では、「 歳～ 歳」が ％、「 歳～ 歳」が ％で、平均年齢は

歳となっている。

○施設入所者では後期高齢者が９割近くで、平均年齢は 歳となっている。

■年 齢

65歳～

69歳

70歳～

74歳

75歳～

79歳

80歳～

84歳

85歳～

89歳

90歳以上 無回答

（ n ）

要 介 護 認 定 者

平均

年齢

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

％

64歳以下 65歳～

69歳

70歳～

74歳

75歳～

79歳

80歳～

84歳

85歳～

89歳

90歳以上 無回答

（ n ）

ポイ ント 以 下

平均

年齢

【特養入所待機者】

全 体

ポイ ント 以 上

％

55歳～59歳 60歳～64歳 無回答

（ n ）

平均

年齢

こ れ か ら 高 齢 期

％
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（４）居住地区

○高齢者一般では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」が ％

となっている。

○要支援認定者では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」が

％となっている。

○要介護認定者では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」が

％となっている。

○これから高齢期では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」

が ％となっている。

○特養入所待機者では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」

が ％となっている。

○施設入所者では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」が ％

となっている。

■居住地区

練馬 光が丘 石神井 大泉 無回答

（ n ）

特養入所待機者

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

これか ら高 齢期

％

※ 施設入所者は、入所施設の所在地を表している
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（４）居住地区

○高齢者一般では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」が ％

となっている。

○要支援認定者では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」が

％となっている。

○要介護認定者では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」が

％となっている。

○これから高齢期では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」

が ％となっている。

○特養入所待機者では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」

が ％となっている。

○施設入所者では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」が ％

となっている。

■居住地区

練馬 光が丘 石神井 大泉 無回答

（ n ）

特養入所待機者

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

これか ら高 齢期

％

※ 施設入所者は、入所施設の所在地を表している

（５）世帯の状況

① 世帯構成

○高齢者一般では、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％、

「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「子との２世帯」が ％、「親との２世帯」

が ％、「親・子との３世帯」が ％となっている。

○要支援認定者では、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％、

「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「子との２世帯」が ％、「親との２世帯」

が ％、「親・子との３世帯」が ％となっている。

○要介護認定者では、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％、

「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「子との２世帯」が ％、「親との２世帯」

が ％、「親・子との３世帯」が ％となっている。

○これから高齢期では、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％、

「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「子との２世帯」が ％、「親との２世帯」

が ％、「親・子との３世帯」が ％となっている。

○特養入所待機者では、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％、

「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「子との２世帯」が ％、「親との２世帯」

が ％、「親・子との３世帯」が ％となっている。

○施設入所者では、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％、

「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「子との２世帯」が ％、「親との２世帯」

が ％、「親・子との３世帯」が ％となっている。

■世帯構成

１

人

暮

ら

し

子

と

の

２

世

帯

親

と

の

２

世

帯

親

・

子

と

の

３

世

帯

そ

の

他

無

回

答

（ n ）

特 養 入 所 待 機 者

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

夫

婦

２

人

暮

ら

し

（
配

偶

者

歳

以

上

）

夫

婦

２

人

暮

ら

し

（
配

偶

者

歳

以

下

）

％

※ 施設入所者は、施設への入所前の世帯構成を表している
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② 主たる生計者

○主たる生計者は、いずれの調査でも「あて名のご本人」が最も高く、６割近くから７割近くとなっ

ている。

○これから高齢期では、「配偶者」が３割超となっている。

■主たる生計者

あ

て

名

の

ご

本

人

配

偶

者

子 親 生

活

保

護

を

受

け

て

い

る

そ

の

他

無

回

答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

特 養 入 所 待 機 者

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％
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② 主たる生計者

○主たる生計者は、いずれの調査でも「あて名のご本人」が最も高く、６割近くから７割近くとなっ

ている。

○これから高齢期では、「配偶者」が３割超となっている。

■主たる生計者

あ

て

名

の

ご

本

人

配

偶

者

子 親 生

活

保

護

を

受

け

て

い

る

そ

の

他

無

回

答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

特 養 入 所 待 機 者

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％

③ 介護の有無

○いずれの調査でも「介護はしていない」が最も高く、７割半ばから８割半ばとなっている。

■介護の有無

主

た

る

介

護

者

と

し

て

、

同

居

の

家

族

等

を

介

護

し

て

い

る

主

た

る

介

護

者

で

は

な

い

が

、
同

居

の

家

族

等

を

介

護

し

て

い

る

主

た

る

介

護

者

と

し

て

、

別

居

の

家

族

等

を

介

護

し

て

い

る

主

た

る

介

護

者

で

は

な

い

が

、
別

居

の

家

族

等

を

介

護

し

て

い

る

介

護

は

し

て

い

な

い

無

回

答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％

○同居の家族等を介護していると回答した人で、介護保険サービスを「利用している」のは、要支援

認定者で約８割、要介護認定者で９割近くとなっている。

■介護保険サービスの利用状況

利用している 利用していない わからない 無回答

（ n ）

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％
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い

る

い

な

い

無

回

答

要支援認定者

前期高齢者(65-74歳)

後期高齢者(75歳以上)

要介護認定者

前期高齢者(65-74歳)

後期高齢者(75歳以上)

い

る

い

な

い

無

回

答

高齢者一般

前期高齢者(65-74歳)

後期高齢者(75歳以上)

④ 子どもの有無

○子どもが「いる」と回答したのは、高齢者一般、施設入所者では７割半ば、要支援認定者では約８

割、要介護認定者および特養入所待機者では８割半ばとなっている。

○これから高齢期は、子どもは「いない」が３割近くとなっている。

■子どもの有無

いる いない 無回答

（ n ）

特養入所待機者

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

これか ら高 齢期

％

【高齢者一般】【要支援・要介護認定者】

○年代別にみると、高齢者一般、要支援認定者、要介護認定者ともに『前期高齢者』は子どもが「い

ない」が２割半ばから３割超で、『後期高齢者』と比べて高い。

■子どもの有無

＜高齢者一般：年代別＞ ＜要支援・要介護認定者：年代別＞
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い

る

い

な

い

無

回

答

要支援認定者

前期高齢者(65-74歳)

後期高齢者(75歳以上)

要介護認定者

前期高齢者(65-74歳)

後期高齢者(75歳以上)

い

る

い

な

い

無

回

答

高齢者一般

前期高齢者(65-74歳)

後期高齢者(75歳以上)

④ 子どもの有無

○子どもが「いる」と回答したのは、高齢者一般、施設入所者では７割半ば、要支援認定者では約８

割、要介護認定者および特養入所待機者では８割半ばとなっている。

○これから高齢期は、子どもは「いない」が３割近くとなっている。

■子どもの有無

いる いない 無回答

（ n ）

特養入所待機者

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

これか ら高 齢期

％

【高齢者一般】【要支援・要介護認定者】

○年代別にみると、高齢者一般、要支援認定者、要介護認定者ともに『前期高齢者』は子どもが「い

ない」が２割半ばから３割超で、『後期高齢者』と比べて高い。

■子どもの有無

＜高齢者一般：年代別＞ ＜要支援・要介護認定者：年代別＞

⑤ 子どもに関する心配事

○子どもが「いる」と回答した人の子どもに関する心配事は、いずれの調査でも「特にない」が最も

高く、６割近くから７割超となっている。

○心配事としては、いずれの調査でも「子どもの経済状態」「子どもの仕事」「子どもの病気・障害」

が上位に挙がっている。これから高齢期では、「子どもの仕事」が２割超と他の調査と比べて高い。

■子どもに関する心配事（複数回答）

子どもの仕事

子どもの家庭環境（配偶者など家族との関係など）

子どもの経済状態

子どもの病気・障害

子どものひきこもり

子どもによる暴力・暴言

その他

特にない

無回答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期
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⑥ 子どもに関する心配事の相談状況

○何らかの子どもに関する心配事があると回答した人の相談状況は、高齢者一般では「相談していな

い」が ％となっている。相談している人のなかでは「家族・親族」が最も高く ％、「医

療機関」 ％ 、「知人・友人」 ％ となっている。

○要支援認定者では、「相談していない」が ％となっている。相談している人のなかでは「家族・

親族」が最も高く ％、「医療機関」 ％ となっている。

○要介護認定者では、「相談していない」が ％となっている。相談している人のなかでは「家族・

親族」が最も高く ％、「医療機関」 ％ となっている。

○これから高齢期では、「相談していない」が ％となっている。相談している人のなかでは「家

族・親族」が最も高く ％、「知人・友人」 ％ 、「医療機関」 ％ となっている。

■子どもに関する心配事の相談状況（複数回答）

家族・親族

知人・友人

近所の人

警察

医療機関

保健相談所

地域包括支援センター（旧高齢者相談センター）

総合福祉事務所（区役所）

その他

相談していない

相談先がわからない

無回答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期
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⑥ 子どもに関する心配事の相談状況

○何らかの子どもに関する心配事があると回答した人の相談状況は、高齢者一般では「相談していな

い」が ％となっている。相談している人のなかでは「家族・親族」が最も高く ％、「医

療機関」 ％ 、「知人・友人」 ％ となっている。

○要支援認定者では、「相談していない」が ％となっている。相談している人のなかでは「家族・

親族」が最も高く ％、「医療機関」 ％ となっている。

○要介護認定者では、「相談していない」が ％となっている。相談している人のなかでは「家族・

親族」が最も高く ％、「医療機関」 ％ となっている。

○これから高齢期では、「相談していない」が ％となっている。相談している人のなかでは「家

族・親族」が最も高く ％、「知人・友人」 ％ 、「医療機関」 ％ となっている。

■子どもに関する心配事の相談状況（複数回答）

家族・親族

知人・友人

近所の人

警察

医療機関

保健相談所

地域包括支援センター（旧高齢者相談センター）

総合福祉事務所（区役所）

その他

相談していない

相談先がわからない

無回答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期

⑦ ひきこもりの子どもの年齢

○子どもに関する心配事として「子どものひきこもり」と回答した人（高齢者一般で 人、要支援

認定者、要介護認定者でそれぞれ 人、これから高齢期で８人）に、ひきこもりの子どもの年齢

を聞いた。

■ひきこもりの子どもの年齢

（件）

歳

未

満

歳

代

歳

代

歳

代

歳

代

歳

以

上

無

回

答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期

⑧ ひきこもりの期間

○子どもに関する心配事として「子どものひきこもり」と回答した人に、ひきこもりの期間を聞いた。

■ひきこもりの期間
（件）

か

月

未

満

か

月

以

上
～

年

未

満

年

以

上
～

年

未

満

年

以

上
～

年

未

満

年

以

上
～

年

未

満

年

以

上

無

回

答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期

⑨ ひきこもりになったきっかけ

○子どもに関する心配事として「子どものひきこもり」と回答した人に、ひきこもりになったきっか

けを聞いた。

■ひきこもりになったきっかけ（複数回答）

（件）

（
小

学

生
～

大

学

生

等

時

の

）
不

登

校

就

職

で

き

な

か

っ
た

こ

と

失

業

・

退

職

し

た

こ

と

家

族

等

の

介

護

の

た

め

に

離

職

し

た

こ

と

健

康

上

の

問

題

家

族

間

の

問

題

事

故

・

犯

罪

被

害

そ

の

他

無

回

答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期
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緊

急

連

絡

先

を

決

め

て

、
周

囲

に

伝

え

て

い

る

緊

急

連

絡

先

を

決

め

て

い

る

が

、
周

囲

に

は

伝

え

て

い

な

い

緊

急

連

絡

先

は

決

め

て

い

な

い

緊

急

時

に

連

絡

で

き

る

家

族

・

親

族

・

友

人

は

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％

⑩ 日中独居の状況

○高齢者一般では、「いつも自分一人である」 ％ と「自分一人のことが多い」 ％ を合わ

せた“日中独居”は４割超となっている。

○要支援認定者では、“日中独居”は５割近くとなっている。

○要介護認定者では、「いつも誰かがいる」が ％で最も高い。“日中独居”は３割超であった。

○これから高齢期では、“日中独居”は４割超となっている。

■日中独居の状況

いつも誰かが

いる

誰かがいるこ

とが多い

自分一人のこ

とが多い

いつも自分一

人である

無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％

⑪ 緊急連絡先の有無

○高齢者一般では、「緊急連絡先を決めて、周囲に伝えている」が ％、「緊急連絡先を決めてい

るが、周囲には伝えていない」が ％となっている。「緊急連絡先は決めていない」は約２割と

なっている。

○これから高齢期では、「緊急連絡先を決めて、周囲に伝えている」が ％、「緊急連絡先を決め

ているが、周囲には伝えていない」が ％となっている。「緊急連絡先は決めていない」は３割

超となっている。

■緊急連絡先の有無
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緊

急

連

絡

先

を

決

め

て

、
周

囲

に

伝

え

て

い

る

緊

急

連

絡

先

を

決

め

て

い

る

が

、
周

囲

に

は

伝

え

て

い

な

い

緊

急

連

絡

先

は

決

め

て

い

な

い

緊

急

時

に

連

絡

で

き

る

家

族

・

親

族

・

友

人

は

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％

⑩ 日中独居の状況

○高齢者一般では、「いつも自分一人である」 ％ と「自分一人のことが多い」 ％ を合わ

せた“日中独居”は４割超となっている。

○要支援認定者では、“日中独居”は５割近くとなっている。

○要介護認定者では、「いつも誰かがいる」が ％で最も高い。“日中独居”は３割超であった。

○これから高齢期では、“日中独居”は４割超となっている。

■日中独居の状況

いつも誰かが

いる

誰かがいるこ

とが多い

自分一人のこ

とが多い

いつも自分一

人である

無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％

⑪ 緊急連絡先の有無

○高齢者一般では、「緊急連絡先を決めて、周囲に伝えている」が ％、「緊急連絡先を決めてい

るが、周囲には伝えていない」が ％となっている。「緊急連絡先は決めていない」は約２割と

なっている。

○これから高齢期では、「緊急連絡先を決めて、周囲に伝えている」が ％、「緊急連絡先を決め

ているが、周囲には伝えていない」が ％となっている。「緊急連絡先は決めていない」は３割

超となっている。

■緊急連絡先の有無

（６）暮らし向き

① 世帯の年収

○高齢者一般、要支援認定者、要介護認定者では、“ 万円未満”（「 万円未満」～「 ～

万円未満」の合計 が６割近くから６割超となっている。

○これから高齢期では、“ 万円以上”（「 ～ 万円未満」～「 万円以上」の合計 が４

割半ばとなっている。

○特養入所待機者では、「 万円未満」が ％、「 ～ 万円未満」が ％、「 ～

万円未満」が ％で、“ 万円未満”が８割近くとなっている。

○施設入所者では、「 万円未満」が ％、「 ～ 万円未満」が ％、「 ～ 万円

未満」が ％で、“ 万円未満”が６割超となっている。

■世帯の年収

100万

円未満

100～

200万

円未満

200～

300万

円未満

300～

400万

円未満

400～

500万

円未満

500～

700万

円未満

700～

万円

未満

万円以

上

わから

ない

無回答

（ n ）

特 養 入 所 待 機 者

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

％
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② 金融資産の保有状況

○いずれの対象者でも「預貯金」が最も高い（高齢者一般は ％、要支援認定者は ％、要介

護認定者は ％、これから高齢期は ％、特養入所待機者は ％、施設入所者は ％）。

○特養入所待機者、施設入所者では、「いずれも保有していない」が約２割と続いている。

■金融資産の保有状況（複数回答）

預貯金

株式

投資信託

債権

金・銀

タンス預金（現金）

負債（借入金・住宅ローンなど）

いずれも保有していない

無回答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期

特養入所待機者

施設入所者
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② 金融資産の保有状況

○いずれの対象者でも「預貯金」が最も高い（高齢者一般は ％、要支援認定者は ％、要介

護認定者は ％、これから高齢期は ％、特養入所待機者は ％、施設入所者は ％）。

○特養入所待機者、施設入所者では、「いずれも保有していない」が約２割と続いている。

■金融資産の保有状況（複数回答）

預貯金

株式

投資信託

債権

金・銀

タンス預金（現金）

負債（借入金・住宅ローンなど）

いずれも保有していない

無回答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期

特養入所待機者

施設入所者

③ 世帯の預貯金

○預貯金額が「 万円未満」の世帯は、高齢者一般と要支援認定者で１割超、要介護認定者とこれ

から高齢期、施設入所者で２割近く、特養入所待機者で２割半ばとなっている。

○特養入所待機者では、“ 万円未満”が４割超となっている。

■世帯の預貯金

100万

円未

満

100～

300万

円未

満

300～

500万

円未

満

500～

700万

円未

満

700～

万円

未満

～

万円

未満

～

万円

未満

～

万円

未満

万円

以上

わから

ない

無回

答

（ n ）

特 養 入 所 待 機 者

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

％

④ 暮らし向きの感じ方

○「大変苦しい」と「やや苦しい」を合わせた“苦しい”と回答した人は、高齢者一般が ％、要

支援認定者が ％、要介護認定者が ％、これから高齢期が ％、特養入所待機者が ％、

施設入所者が ％となっている。

■暮らし向きの感じ方

大変苦しい やや苦しい ふつう ややゆとりが

ある

大変ゆとりが

ある

無回答

（ n ） （ 計 ）

特 養 入 所 待 機 者

施 設 入 所 者

苦しい ゆとり

がある

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

％


